
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより ８月号 
令和５年８月 

大和田とちのき保育園 

看護師 早田陵子 

 子どもは外気温の影響を受けやすく、暑い夏には体の中の温度が早く上昇します。そのため、大人よりも早

く熱中症にかかりやすいのです。また、連日の猛暑が続いています。熱中症対策や夏の感染症対策をしっかり

行い、夏を乗り切り楽しい毎日を過ごしましょう。 

 

 小さな子どもは、大人よりも暑さの影響を強

く受けます。というのは、強い日差しの照り返し

で、地面に近づくほど気温が高くなるためです。 

 気象予報などで発表される気温は、地上から

150 ㎝の高さで測っていますが、気温32.3 

度のとき、50 ㎝の高さでは35 度超、5 ㎝の

高さでは36 度超。ベビーカーに乗っている子

どもはかなりの暑さにさらされているのです。 



 

 のどが痛いと食べたり飲んだりするのをいや

がるもの。そんなときは食事のバランスよりも、

本人が食べられるものを優先しましょう。 

 体温の調節機能が十分発達していないにもかか

わらず、代謝が活発な乳児・幼児は、脱水を起こし

やすいので、特に注意が必要です。 

ただし、のどごしが良い

からといって、ゼリーや

飲み物ばかりに頼ると栄

養不足になってしまいま

すので注意しましょう！ 


